
【2026 年度/専門科目領域/専門科目群/人間コミュニケーション学科】 

科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

社会調査の基礎  必修 2 2 後期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

渡邊隆文 B307 t.watanabe 水曜日 12:10～13:00 

授業の目的・概要 

＜目的＞本科目は、人間や社会に関する身近な事象をデータや情報をもとに理解し、自分の考えを持ち、

他者に説明できる力を養うことを目的とする。 

＜概要＞本講義では、身近なテーマ（SNS、消費行動、対人関係など）を題材に、アンケートやデータ

の見方・活用方法の基礎を扱う。難しい統計手法の習得を目的とするのではなく、日常生活や社会の中

でデータを読み取り、自分の考えを整理する力を養うことを重視する。簡単な調査体験やデータ整理を

取り入れ、受講者が主体的に考えながら学べる授業を行う。 

授 業 形 式 ・ 方 法 

☑対面授業 
□遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

☑講義 ☑演習 
□実習 □実技 

□PBL     □反転授業   □ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
☑ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   □ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 
自らの関心テーマを常に意識しながら受講することが望ましい。日常生活やニュースに触れる際にも、

「どのような方法で得られたデータか」「どのような解釈が可能か」と考える習慣を身につけてほしい。 

教 科 書 特になし。 

参 考 書 必要に応じて資料を配布する。 

外 部 教 材 特になし。 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① 人間や社会に関する身近な事象について、データや情報を基に説明することができる。 HSU(2)、HC(5) 

② 簡単なアンケートや調査を通して得られた情報を整理し、特徴を捉えることができる。 HSU(2)、HC(5) 

③ データや事例を基に、自分の考えをまとめ、他者に分かりやすく伝えることができる。 HSU(2)、(5)、HC(5) 

④ 他者の意見や多様な考え方を踏まえつつ、社会の問題を多角的に捉えることができる。 HSU(2)、HC(5) 

⑤ 社会の出来事や人間関係に関心を持ち、自ら考えようとする姿勢を身につける。 HSU(2)、(4) 

⑥   

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業の方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 
ガイダンスと社会調査の役割：講義の進め方や評価について理

解するとともに、社会におけるデータの役割について学ぶ。 
講義 内容の復習を行う 2 

2 
身近なデータの見方：身近なデータ（SNS やアンケート結果な

ど）の見方を学び、情報の受け取り方について考える。 
講義・演習 

関心テーマに当てはめ、適切

な調査・分析方法を模索する。 
2 

3 
テーマの見つけ方：日常生活の中から関心のあるテーマを見つ

け、調査につながる問いの立て方を学ぶ。 
講義・演習 

関心テーマに当てはめ、適切

な調査・分析方法を模索する。 
2 

4 
アンケートの作り方：分かりやすい質問の作り方を学び、簡単

なアンケートの設計について理解する。 
講義・演習 

作成した質問紙について、精

度の確認を行う。 
2 

5 
調査：作成したアンケートをもとに、小規模な調査を実施し、

データ収集の流れを体験する。 
講義・演習 

作成した質問紙について、精

度の確認を行う。 
2 

6 
データの整理①：収集したデータを整理し、平均や割合などを

用いて基本的な傾向を把握する方法を学ぶ。 
講義・演習 

内容の復習をしつつ、気にな

るテーマを調べる。 
2 

7 
グラフの活用：グラフや表を用いてデータを視覚的に表現し、

分かりやすく伝える方法を学ぶ。 
講義・演習 

内容の復習をしつつ、気にな

るテーマを調べる。 
4 

8 
データの読み取り①：データから読み取れる内容を整理し、特

徴や傾向を説明する力を養う。 
講義・演習 

内容の復習をしつつ、気にな

るテーマを調べる。 
4 

9 
データの読み取り②：異なるグループのデータを比較し、その

違いや特徴について考察する。 
講義・演習 

内容の復習をしつつ、気にな

るテーマを調べる。 
4 

10 
データの読み取り③：データの偏りや誤解が生じる理由につい

て学び、情報を批判的に捉える視点を養う。 
講義・演習 

内容の復習をしつつ、気にな

るテーマを調べる。 
6 

11 
インタビューの基礎：インタビューなどの方法を通して、人の

考えや経験を知る方法について学ぶ。 
講義・演習 

関心テーマに当てはめ、適切

な調査・分析方法を模索する。 
6 

12 
データの整理②：得られた情報やデータをもとに、自分の考え

を整理し、分かりやすくまとめる方法を学ぶ。 
講義・演習 

関心テーマに当てはめ、適切

な調査・分析方法を模索する。 
6 

13 
社会問題を考える①：身近な社会問題を取り上げ、データや情

報をもとにその背景について考える。 
講義・演習 

内容の復習をしつつ、気にな

るテーマを調べる。 
6 

14 
社会問題を考える②：社会問題について多様な立場から考え、

異なる意見や価値観について理解を深める。 
講義・演習 

内容の復習をしつつ、気にな

るテーマを調べる。 
6 

15 
まとめと振り返り：これまでの学習を振り返り、データを通し

て社会を理解する視点について整理する。 
講義・演習 

内容の復習をしつつ、気にな

るテーマを調べる。 
6 

試 
レポート 

達成度評価・評価のポイントを参照 
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達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

0 60 0 0 40 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 0 20 0 0 0 20 

思考・推論・創造する力 0 20 0 0 10 30 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 10 10 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 0 0 

コミュニケーション力 0 0 0 0 10 10 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 10 10 

問題を発見・解決する力 0 20 0 0 0 20 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

レポート 

① ✓ 

学期末にレポート課題を実施して評価する。 

内容は講義中に行った講義や演習から出題し、理解度を問う。 
試験結果を掲示する。 

② ✓ 

③ ✓ 

④ ✓ 

⑤ ✓ 

⑥  

成果発表 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

その他 

① ✓ 
講義中に理解を深めるために受講者間のディスカッションやグルー

プワークを実施する。主体的な受講姿勢やグループ間のコミュニケ

ーション、問題発見能力等を評価する。 

また、授業後のリアクションペーパー時に通知した設問への回答も

評価に加える。 

講義内で適宜フィードバック

する。 

② ✓ 

③ ✓ 

④ ✓ 

⑤ ✓ 

⑥  

備  考 

他 担 当 教 員 なし。 

教員の実務経験 
担当教員は、研究活動において量的・質的調査および統計分析を行ってきた経験を有しており、その研究

実務経験を活かして実践的指導を行う。 

実践的授業の内容 

人間や社会の関係性をテーマとした小規模調査をグループで企画・実施し、得られたデータを基に分析・

考察を行う。調査設計から結果の解釈までの一連の過程を体験することで、データに基づいて他者に説明

する力を養う。 

そ の 他 

・授業中、PC を使用するため持参すること。 

・生成 AI（ChatGPT 等）を使用した課題作成は認めない。発見した場合は、評価を減じる。 

・教員が示す授業方法を遵守すること。問題がある場合は対面授業の参加を認めないこともある。 

 


